モデル事業実施施設・事業報告書（(1)継続実施施設）
【（様式②）２年目の取り組みにおける戦略・具体的行動・その効果】

※モデル事業実施施設が執筆してください（字数制限なし）
１．２年次目標の達成に向けた戦略とその効果
　① ２年目の取り組みにあたっての法人・施設の実行責任者の取り組み意志（理念）

	・「工賃アップがなぜ必要なのか」。２年次事業の推進にあたっての法人・施設の実行責任者の意志・理念を執筆

昨年度の「工賃水準ステップアップ事業」では問題点（課題）を整理し、目標達成に向けて取り組んだものの、まだ目標には至っていないのが現実である。障害者自立支援法により利用料および食費の自己負担が発生し、就労支援の場として賃金保障の必要性を強く感じる中、昨年度に引き続き工賃アップ、障害者の賃金保障に取り組んでいきたい。工賃と年金をあわせて地域での生活が可能となるよう就労継続支援事業Ａ型については約72,000円／月、就労継続支援事業Ｂ型については最低賃金の1/3（約30,000円／月）を目標として、弁当・レストラン・ショップ事業の充実に向けて取り組んでいきたい。


　② ２年次目標の達成に向けた課題（ターゲット）と改善に向けた具体的行動

	・２年次目標の達成に向けた課題（ターゲット）と法人・施設における改善に向けた具体的行動のポイントを執筆
● 弁当事業

① 営業の強化

今までメニューの配布を弁当の配達時と回収時に行っていたため、リストアップした配布場所全部にメニューが行き渡っていないことがあった。新たにチラシ配布の時間をつくり、確実に配布先全部に配れるようリストへのチェック（日付とその対応）、配布者の明確化、定期的なリスト見直し（削除・追加）等を行った。

また、弁当の売りである「健康で安心して食べられる手作り弁当」を前面に打ち出し、メニュー表、チラシ等の作成を行った。

また、同施設の別事業である地域交流センターの利用（各教室、会議等）の充実を図り、弁当の注文の増加につなげていった。

その他、携帯ホームページの作成（そよかぜサポーターズ）を２月より行っている。

② メニューの改善

今まで月１回行っていた特別弁当（普段なかなかできない手の込んだ弁当、旬の野菜を使った料理など）を月２回にし、その他、変わりご飯の日やお楽しみ抽選日などを取り入れていった。メニューも今まで単価が高すぎて購入できなかった食材を仕入れ方法を変えることによって可能にし、メニューの幅が増えた。

③ 人員配置の見直し、効率化

利用者の人員配置を見直し、職員・利用者の役割分担を明確化した。特に就労継続支援Ａ型利用者の責任体制を明確化した。また、作業の効率化としてレストランのメニューの一部を弁当事業で一緒に調理することにより、人員の削減を行った。

● レストラン事業

① メニューの改善

現在のメニューを再検討し、野菜ランチの強化・軽食の導入を決定した。野菜ランチの強化では、野菜のソムリエに来てもらい、技術指導等を受けた。軽食では、カレーライスと高菜ライスの導入を決定し、たんぽぽおよび恵愛園の職員に10数種類作ってもらい、その中から品評会を行って「オリジナルカレー」「こだわり高菜ライス」を新メニューとして取り入れた。

② 営業の強化

新聞に折り込チラシを入れ、地域情報誌への掲載を行った。弁当同様にレストランの売りとなる「手作り･健康･安心安全･地産地消」を掲載した。

また、同施設の別事業である地域交流センターの利用（各教室、会議等）の充実を図り、レストラン利用の増加につなげていった。

その他、携帯ホームページの作成（そよかぜサポーターズ）を２月より行っている。

● ショップ事業

① ショップの広報、充実

ショップの商品の売上数の分析を行い、商品の見直し（商品の入れ替えと新商品の検討）を行った。また、売り場の配置等の変更も行い、ショップの売上アップのため、週１回行っていた野菜市を週２回行うようにした。また、同施設の別事業である地域交流センターの利用（各教室、会議等）の充実を図り、ショップの売上増につなげていった。


　③ ２年次目標の達成に向けた「職域の専門家やコンサルタント等」の活用の戦略とその効果

	・２年次事業における法人・施設の「職域の専門家の活用」にあたっての具体的な戦略とその効果を執筆

・どの作業科目についてどの職域の専門家・コンサルタント等を活用したのかを具体的に執筆

（「職域の専門家・コンサルタント等の活用」にあたっての具体的な戦略）

・ 目標達成に向けた課題に対する改善計画を作成し、取り組みを行った。改善計画の作成・計画の実行にあたり、食品を専門とする経営コンサルタントが持っている専門性・情報等を活用した。

具体的には

◆損益分岐点の確認

今の人件費等を賄うためにいくらの売上が必要になるかの確認

◆原価計算

現在の商品が適正な原価率かの確認

◆経費節減（仕入ルートの情報）

原価率を落とすために仕入れルートの変更を行った。野菜を八百屋でなく、地元のJAより購入することで、新鮮で低価格な野菜を仕入れることができるようになった。

◆在庫管理・発注システムの作成

よく使う食材および調味料の１週間分の使用量の一覧表を作成することにより今まで起きていた「在庫切れ」を防ぐようにした。

◆携帯ホームページの作成

携帯電話のホームページを作成した。内容は今後見直しの余地あり。『そよかぜサポーターズ』としての登録を呼びかけ、登録者には「そよかぜ」の情報やサービス等を配信予定。

◆メニュー開発

野菜のソムリエに来てもらい、地元の食材でできるレシピや盛り付け方法の技術指導などを受ける。

（「職域の専門家・コンサルタント等の活用」の工賃アップにおける効果）
　・ 経済活動を行う上での基本的な考え方・専門的知識および情報の習得。（職員・利用者）　

・ 損益分岐点の確認により具体的な数値目標が出て、そのために何をしていくのが明確になったこと。また改善計画書を作成することにより責任の所在の明確化、改善案の進捗状況の確認などが行えるようになったこと。

・ コンサルタントと会議を行うことによる職員（パート職員含む）の意識アップ。


　

④ ２年次目標の達成に向けた「地域ネットワーク会議」の活用の戦略とその効果

	・新規委員の追加など１年次事業の地域ネットワーク会議との違いについても執筆

（２年次事業における「地域ネットワーク会議」の活用の戦略）

福岡県セルプ協、地域の代表の方々、商店街の代表、地元企業、地元の行政など、今年度も幅広くネットワーク会議のメンバーとして参加してもらうことにより、社会就労センターの課題および「そよかぜ」の活動内容を知っていただくことに力を入れた。そのことによってレストラン・弁当事業への理解や支援の輪が少しでも広がったように思える。昨年度は事務局会・専門委員会・ネットワーク会議と３つの会議体制で運営を行ってきたが、今年度は計画の実行・実践に力を入れていくために会議を整理し、事務局会・ネットワーク会議で開催することとした。メンバーはほとんど昨年度と同様の方にお願いしたが、今年度は県でも工賃倍増計画に取り組むこともあり、福岡県行政の方にも新たにメンバーに入っていただいた。

福祉以外のいろんな分野の方々に参加していただくことにより、率直な幅広い意見を聞くことができた。

また、昨年度に引き続き、地域の代表の方々に会議に参加してもらうことにより、地域のニーズも聞くことができた。

２年次事業では新たに福岡県行政の方にも入っていただいたので、会議の際、福岡県の工賃倍増計画の進捗状況などの情報交換ができた。

（「地域ネットワーク会議」の工賃アップにおける効果）
・ ネットワーク会議メンバーからお客様の目線での意見を出してもらうことにより、施設側からは気づかない意見なども出され、レストラン・ショップ・弁当の各事業におけるサービスの質の向上につながった。

　・ 一人ひとりのメンバーが弁当、レストランへの協力（注文、他者への紹介等）をしていただき、売上アップにつながった。


　⑤「職員の資質向上・利用者のスキルアップのための研修」の必要性と課題意識

	（職員の資質向上・利用者のスキルアップのための研修の必要性と課題意識）

職員、利用者だけでは専門性に欠けるため、コンサルタントの協力のもと、専門的な研修への参加、専門的な先生の紹介などをしていただき、職員・利用者のスキルアップをしていく必要があった。


　⑥ ２年次事業における「研修実施計画」のねらいとその効果

	（職員の資質向上のための「研修実施計画」のねらい）
① 見学

・ 民間の弁当、レストラン、社会福祉法人が経営している弁当、レストランなどの見学を行い、業務省力化、経費節減のためのヒントを得る。

1 施設内研修

・ レストラン、弁当事業については、接客、調理、盛り付け方法について専門家（野菜のソムリエ等）に来ていただき、利用者・職員で研修を行う。

・ ショップ事業については、販売に関する学習会を行う。

（商品について販売する側がきちんと知っておく）

2 施設外研修

・「工賃アップの必要性」など、職員の意識改革を高めるためのセルプ関係の研修への参加

（研修実施による職員の資質向上への具体的効果）
① 他社を見学することにより「そよかぜ」で大事にすることの明確化、他社との差別化の必要性、メニュー、作業の効率化などを参考にさせていただき、メニュー表作りに関しては、見学後すぐに「売り」を入れ込むことを決定し、お客さまからも評価が高かった。

② 実際にレストラン事業で野菜のソムリエに来てもらい、現在のレシピの改善や新たなメニューの開拓などについて利用者も含めて検討した。その中で盛り付けの仕方、色合いなどは特に勉強になった。同じものでも、ちょっとした盛り付けの仕方で見栄えがかなり違って見え、その後のレストランでも活かされている。

③ 事業振興をテーマとして話される研修会を中心に職員が参加した。その研修会で得た情報を職員、利用者に報告し「そよかぜ」で取り入れることはないか検討した。

（利用者のスキルアップのための「研修実施計画」のねらい）
・ レストラン、弁当事業については、接客、調理、盛り付け方法について専門家（野菜のソムリエ等）に来ていただき、利用者・職員で研修を行う。　

・ ショップ事業については、販売に関する学習会を行う。

（商品について販売する側がきちんと知っておく）

（研修実施による利用者のスキルアップへの具体的効果）
・ 野菜のソムリエに来てもらい、調理、盛り付け方などを指導してもらった。その後、利用者で盛り付けを行ってもらう際にそこでの知識が活かされており、商品一つひとつに対して意識が変わった。

（盛り付けの仕方で見栄えが変わってきた。）

・ 販売に関する学習会は、専門家を入れての研修は行えなかった。職員と利用者で商品の売り込み方などを独自で学習した。来年度、商工会議所主催の学習会などへ参加したい。


２．モデル事業（２年目の取り組み）の実施内容

（1）モデル事業（２年目の取り組み）の実施体制
　① ２年次事業実施にあたっての事業者側の体制

	・プロジェクトチームや職員リーダーの設置など、その実施体制を図示して執筆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








　② 職員の資質向上や利用者のスキルアップのための研修体制

（２年次事業における「職員の資質向上」のための研修実施）

	№
	実施月日
	研修名（見学先施設名）
	研修の目的と効果
	参加者
	備考

	1
	7月　16日
	レストラン視察
	レストランメニュー
	ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

職員３名
	

	2
	9月　 8日
	職員１日研修
	利用者への関わり
	職員１７名
	

	3
	9月　26日
	全国社会就労センター

職員研修会
	事業振興
	作業支援員

１名
	

	4
	10月　5日
	弁当屋視察
	効率化、メニュー
	ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

施設長

他３名
	

	5
	10月 23日
	レストラン調理実習
	メニューの充実
	野菜ｿﾑﾘｴ

職員　３名
	


（２年次事業における「利用者のスキルアップ」のための研修実施）

	№
	実施月日
	研修名（見学先施設名）
	研修の目的と効果
	参加者
	備考

	1
	10月　上旬
	IT研修会
	事務の効率化
	３名
	

	2
	10月　23日
	レストラン調理実習
	メニューの充実
	野菜ｿﾑﾘｴ

利用者3名
	


（2）工賃アップのための具体的な行動

・各職員（利用者）が具体的にどのように行動したかを記載（※時系列で記載）
	主担当職員名

（イニシャル）
	具体的に行動した者の職種(利用者)・人数等
	実施月日
	具体的な行動

	Ｔ．Ｔ


	ｻｰﾋﾞｽ管理責任者


	平成19年

　5月 上旬
	・ショップの商品充実

　（健康に関する商品仕入れ）

	Ｔ．Ｔ
	ｻｰﾋﾞｽ管理責任者
	6月12日
	・野菜の直売所（火・木曜日）スタート

	Ｙ．Ｋ
	施設長、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

・他職員２名
	7月16日 
	・レストラン視察

	Ｙ．Ｋ
	施設長

・他職員３名
	8月17日
	・売れ残り弁当の販売場所視察

	Ｔ．Ｔ
	ｻｰﾋﾞｽ管理責任者

・他職員２名
	8月20日　
	・工業団地での販売スタート

	Ｙ．Ｋ
	施設長

・他職員３名　
	8月22日　
	· 野菜直売所視察

（今後の仕入れ見直しのため）

	Ｋ．Ｈ
	作業支援員
	8月 下旬
	・昼食弁当製造数（170個製造へ）

	Ｔ．Ｔ
	ｻｰﾋﾞｽ管理責任者
	10月 中旬
	・営業先リスト見直し

	Ａ．Ｆ
	作業支援員
	10月 中旬
	· レストランのテーマの再確認、

· レストランメニューの見直し

	Ｋ．Ｈ
	作業支援員

　ｻｰﾋﾞｽ管理責任者
	10月15日


	・夕食弁当値上げ（450円　⇒　500円）

	Ｔ．Ｔ
	施設長、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

　他職員　10名
	10月31日
	・第1回カレー、高菜ライス品評会

	Ｔ．Ｔ
	施設長、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

　他職員　10名
	11月 8日
	・第2回カレー、高菜ライス品評会

	Ｋ．Ｈ
	施設長、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

　他職員　2名
	11月17日
	・弁当顧客管理ソフト打ち合わせ（事務効率化）

	Ｋ．Ｈ
	ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

作業支援員
	1月 上旬
	・携帯のホームページ作成

	Ｋ．Ｍ
	作業支援員
	2月 6日
	・野菜直売所との最終打ち合わせ

	Ｋ．Ｍ
	作業支援員
	2月18日
	・野菜直売所（JA直営）より仕入れ開始


３．モデル事業（２年目の取り組み）における効果の検証（※具体的数値の向上・意識の変化について執筆）
① 利用者にとってどのような効果があったか

	（施設側からの視点）

利用者・職員での会議において、現在の弁当事業の収支状況や今後の展望等についての確認を行い、毎日のミーティングでも前日の売上数･金額を報告するようになり、個人差はあるが仕事に対する姿勢が変わってきたように感じる。

お弁当の回収の時に「おいしかったです」等のお手紙をいただき、みんなの目の届くところに掲示し、仕事に対するモチベーションが上がった。

また役割分担を明確化したことにより、自発的に動いたり、調理のスキルアップができるようになった。

（利用者からの声（※アンケートやインタビューの実施など））

・少しでも高い工賃がほしい。

・仕事は大変になったがお弁当がたくさん売れると嬉しい。


　② 職員にとってどのような効果があったか

	（施設長側からの視点）

２年目ということもあり、コンサルタントと協働で行っていくことができていたように思える。例えば、コンサルタントの言う通りやるのではなく、コンサルタントから上がってきたアイデアを取捨選択し、それを膨らませていくことができた。ただし、実行のスピードが少し遅く感じられた。

また、収支の分析の必要性、改善計画のスケジュール、担当者・実行者の明確化などについて、改めてその重要性を学んだ。

（職員側からの視点（※職員への聞き取りの実施など））
・ 新しい施設の立ち上げ、新事業への取り組み、モデル事業と重なり、かなり仕事がハードになった。しかしながら、仕事の効率化や役割分担などの必要性を学ぶいい機会になった。

・ 一般の業者と競っていくことに多少なりともプレッシャーを感じる。


　③ 施設全体にとってどのような効果があったか

	・施設･法人全体の視点でどのような効果があったのかを執筆

施設全体にとって特に大きな効果があったのは、ネットワーク会議だったように思える。直接的にはネットワーク会議メンバーによる弁当の宣伝や受注があり、その他にも地域交流センター事業で行っている会議室の貸し出し等にも協力してもらい、そこを利用するお客様より弁当やレストランの利用が増えた。

また、いろんな視点からの意見が出て、自分達だけでは気づかなかったこともたくさんあり、具体的なアドバイス、提案をいただいた。


４．職域の専門家やコンサルタント等に対する評価
	今回コンサルタントと事業を進めていく中で、その情報力に驚かされた。１つのことに関し、インターネットや図書館、または自分の持っているコネクションを最大限に使いながらいろいろな情報を収集されていた。その中から「そよかぜ」で参考にできること、取り入れることができること等を提案していただき、今まで自分達では考え付かなかったこともあり、貴重な経験になった。職域の専門家として野菜のソムリエも紹介していただき、実践的･具体的なアドバイスをいただいた。


５．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	今年度の取り組みとして、弁当・レストラン・ショップの各事業を同時に進めていくと、すべて中途半端になるのではないかと事前に話し合い、まず収入の割合の高い弁当事業に取り組み、その後レストラン･ショップへと進めていくという計画を立てた。弁当事業については、コンサルタントと改善計画書（スケジュール、担当者、実行者を明確化したもの）を立て取り組んでいったが、思ったより時間がかかり、レストラン事業に取り組むのが遅れてしまった。また、改善計画書通りのスケジュールで進まないことがあり、実行するまでに時間がかかりすぎてしまった。その要因の１つとして日常業務に追われ、なかなか改善案に取り組めないことがあげられる。今後、日常業務の簡素化が必要になってくる。

今後は取り組みが遅れたレストラン事業の建て直しを第一の課題とし、同時に弁当事業の収支状況の把握を定期的に行い、目標工賃へ近づけていきたい。


６．20年３月（２年次事業終了）以降の最終目標達成までの具体的なすすめ方
	・今後の実施体制や予算なども含めて執筆

弁当事業では製造体制はある程度確立できたため、さらなる受注の強化、売上・経費等の分析を行っていかなければならない。

レストラン事業はまだまだ経営的にも難しい状況にあるため、課題を一つひとつ整理していかなければならない。

今後も事務局会議は、定期的に（週１回）行っていく。ネットワーク会議については「そよかぜサポーターズ」など新たな形で残していくことも検討している。

職員（嘱託職員含む）、利用者の会議を今年度より多く行い、課題解決がスムーズに行えるような体制、工賃アップへの意識が薄れないような話し合いの場を作っていく。


７．工賃水準ステップアップ２年次事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・モデル事業実施施設の立場から－今後工賃アップに取り組む施設へのアドバイスなどを執筆

全職員･利用者が同じ方向を向くのがベストだが、やはり難しいことが多い。また、壁にぶつかることも多々あるが、施設長や各事業の責任者は常に前向きな姿勢が必要になってくると思われる。金銭的に大丈夫であればコンサルタントと取り組んでいくことも大きなプラスになると思われる。それが難しい場合でも、ネットワーク会議のように地域と連携しながらいろいろな意見を集めることが重要となってくる。


【追記：今後工賃アップに取り組む施設へのアドバイス】

●施設長・職員の「意識改革」のメカニズムについて

　(1) 貴施設の「工賃アップに向けた意識改革」のきっかけをお書きください。

	・いつ頃、誰が、どのようなきっかけで「意識改革」に目覚めてきたのかを執筆
平成16年１月頃、施設長が「今までの作業は画一的で、一つの方向の中途半場な作業しか提供できていなかった。全体に合わせた中途半端な方針ではなく、一人ひとりの意向を尊重した作業のあり方を検討していきたい」との思いから、職員、利用者との話し合いを行い「工賃アップ」「所得保障」等について職員も意識するようになった。また年金プラス工賃で地域生活が可能となるような工賃を支払いたいと付加価値の高い作業への転換を図っていった。

「働くことを希望する障害者が誇りを持って働き、地域の中であたり前に暮らしていける賃金保障の実現」という理念の明確化が出発点である。


　(2) (1)のきっかけで目覚めた「意識改革」がどのようなプロセスで施設全体に広がってきたのか、そのキーポイントとなった出来事・行動などをお書きください。

	（「意識改革」が施設全体に広がってきたプロセス）

平成15年度、利用者の意向を尊重した３つのグループに分かれて日中活動を行うことを決定した。

１つは高工賃を目指すグループ、２つ目は高工賃を目指すのではなく、自分のペースで働くことを希望するグループ、３つ目は働くことが主軸ではなく、デイサービス的な活動をしたいグループ（工賃は特に考えない）である。

その機能分化を行う際に、職員同士で何度も議論した。また利用者・家族とも懇談会を開き、今後の体制について話し合いの場を持ち、その後、利用者がどのグループに属したいかの意向のアンケートを行い、平成16年４月に機能分化をスタートさせた。

目的別に分けたことにより、高工賃を目指す利用者自身も働くこと、工賃アップという意識が出てきた。変わっていく利用者を見ることにより、職員の中でも工賃アップの必要性を再認識している。　　　　　　　　　　　

新しい職員（パート職員含む）には必ず「障害者の所得保障」「工賃は固定経費」などの話を行っており、またパート職員も交えた会議の中で工賃ステップアップの議論などを定期的に行っている。

自分たちの仕事であるという誇りと責任感ができるよう支援していくのが必要だと思われる。
（そのキーポイントとなった出来事・行動など）

・ 機能分化

・ 職員間での徹底した議論


　(3) 今後、施設長・職員の「意識改革」を行いたい施設（事業所）に対するアドバイスをお書きください。

	（どのようなところから「意識改革」を始めたらよいのか）

・ 明確な理念の共有

ただ「工賃をアップさせる」のではなく、なぜ工賃をアップさせるのか（障害者の所得保障の必要性、地域でのあたり前の生活等）をきちんと共通のものとして理解しておくことがまず必要となってくると思う。はじめは職員間で共通理解しておかないと利用者への支援が画一的なものでなくなり、利用者に対しても不安感などを与えてしまう。

・ 利用者の意向を尊重した機能分化

・ 利用者、家族への説明

・ 施設長の強い思い

・ 職員間での話し合いの場

（モデル事業の実践を通じた「意識改革」に向けたアドバイス）

嘱託職員が増えていく中で、全職員の理念の共有の難しさに痛感させられた。

基本的なことだが、意思の疎通、情報の共有ができないと気持ちがバラバラになり、ちょっとしたことをきっかけに愚痴や反発などが起こる。勤務時間がそれぞれ違うなか、すべての情報を共有していくことは難しいかもしれないが、それがいちばん必要になってくることだと思われる。

また、どこかに「福祉施設だから」「障害者が作っているから」と言う甘えがあるように思える。お客の立場ではなく、作る方の立場で物事を見ている感が否めない。こういったこともやはり根気よく話していくのが良いのではないかと思われる。


弁当職員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ





レストラン職員ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ





利用者ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ





【事務局会議】（毎週１回）


コンサルタント


施設長および担当職員（計８名）





【ﾈｯﾄﾜｰｸ会議】（年4回）


学識経験者　　　　　　　　１名


行政　　　　　　　　　　　３名


商工会議所　　　　　　　　１名


地域代表（市会議員含む）　５名


福祉関係者　　　　　　　　４名


地元企業および商店街　　　２名


施設設計者　　　　　　　　１名


法人役員　　　　　　　　　４名


たんぽぽ担当者　　　　　　６名


コンサルタント　　　　　　１名　


　　　　　　　　　　　　２８名


　








